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バウムガルテン『形而上学』第 4 部「自然神学」 
第 1 章「神の概念」第 3 節「神の意志」 試訳 
 




部第 1 章第 3 節の試訳である。『形而上学』第 4 部「自然神学」第 1 章「神の概念」
は第 1 節「神の存在」2、第 2 節「神の知性」3、第 3 節「神の意志」に細分化されて
おり、この最後の第 3 節の試訳が本稿である。 
 第 2 節の試訳の「はじめに」においても試みたように、西洋近世以降のスコラ学
の系譜上にいるバウムガルテンと、西洋中世のスコラ学の代表者の一人であるトマ
ス・アクィナスをここでも対照させてみることにしよう。トマスの『神学大全』第











                                                   
1 バウムガルテンの本文の訳は基本的に 2 人の合議によるものであるが、それ以外に関しては、
担当者を I（石田）、H（檜垣）の略記によって示した（I）。 
2 この第 1 節の部分の試訳としては、檜垣良成・石田隆太「バウムガルテンの「神」概念―
『形而上学』第 4 部「自然神学」第 1 章「神の概念」第 1節「神の存在」試訳」（『哲学・思想
論集』第 42号、2017、19–30頁）がある（I）。 
3 この第 2 節の部分の試訳としては、石田隆太・檜垣良成「バウムガルテン『形而上学』第 4
部「自然神学」第 1章「神の概念」第 2節「神の知性」 試訳」（『筑波哲学』第 25号、2017、
72–82 頁）がある（I）。 











































『形而上学』第 4部「自然神学」第 1章「神の概念」第 3節「神の意志」5 
 
§ 890. 
 神はあらゆるもののあらゆる完全性または不完全性を最も判明に直観する（§ 889, 
871）。神においてあるものは何であれ、最大の根拠〔ratio〕である（§ 23, 812）。した
がって、諸々の完全性または不完全性の直観は神においては最大度に生きたものであ













                                                   
5 Metaphysica, 1739 Halle. 2. Auflage, 1743. 3. Auflage, 1750. 4. Auflage, 1757 (In: Kant’s gesammelte 
Schriften, herausgegeben von der Königlich Preußischen Akademie der Wissenschaften Bd.XVII). 5. 
Auflage, 1763. 6. Auflage, 1768. 7. Auflage, 1779 (Reprint: Hildesheim 1973). 本稿では、カントが使
用した第 4 版を底本とする。frommann-holzboog から出版された Günter Gawlick と Lothar 
Kreimendahl による全パラグラフの羅独対訳版（Metaphysica, übersetzt, eingeleitet und 
herausgegeben von Günter Gawlick und Lothar Kreimendahl, Stuttgart-Bad Cannstatt 2011）、および、
Courtney D. Fugateと John Hymersによる批判的英訳（Metaphysics, A Critical Translation with Kant’s 
Elucidations, Selected Notes, and Related Materials, translated and edited with an Introduction by 
Courtney D. Fugate and John Hymers, London, New York 2013）を参照した（H）。 
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直観するのだから（§ 866, 828）、みずからから最も純粋な快を汲み出す（§ 661）。こ
れは神のみずから自身における最高の安らぎである（§ 682）。範型的神学は最も好ま















する（§ 668, 822）。それゆえ、神は意志し意志せず、最高の（§ 812）、すなわち最高の










かぎりで（§ 879, 883）、最高の（§ 812）比例性が神の意志および非意志に適している
（§ 893）。 
*) Wollen und Nicht-Wollen, so der Einsicht des Verstandes. **) so den Gegenständen 





 神は、意志するかぎりで（§ 893）、活動する〔agere〕（§ 210）。神のあらゆる活動は
活動する神にとって内的な充足的原理に依存しうるし（§ 833）、依存している（§ 851）。
それゆえ、自発性が（§ 704）、しかも最多最大の活動にとって充足的であるかぎりで




 神は内的で絶対的な強制〔coactio〕（§ 710, 702）および自然学的な強制（§ 710, 859）
から自由であり、外的で実在的な強制だけでなく観念的な強制（§ 707, 851）からも自
由であり、だからまた、何かに即した暴力〔violentia〕による意に反した諸活動に対す



























 神は最も自由に意志する（§ 898）。それゆえ、よいものを意志する（§ 719, 665）。神
































ずれのものも私たちの包括から最多に離れてあることを私たちは考える（§ 862, 898）。 
 *) ein unausforschlicher Wille. 
 
§ 901. 
 自由な活動の〔actionis〕、みずからの根拠との、したがって道徳的な（§ 723）法（§ 
83）との適合性〔conformitas〕は、それの正当性〔rectitudo〕*）であり、それゆえ、
神の最も自由なあらゆる活動（§ 898, 725）は、道徳的な（§ 723）最善の（§ 822）法：
「最善のものは最善のものと自由に結ばれる」〔Optimum libere iungatur optimo〕との
最高の適合性をもつかぎりで（§ 176）、最も正当である。神の意志には最高の正当性
が、道徳的な（§ 723）聖性（§ 828）が適している（§ 899）。 
























きい（§ 160）。善行はより大きなよいものである（§ 336, 187）。 
*) Güthigkeit. **) Wohlthat. 
 
§ 904. 










に誠実である（§ 904, 812）。 
*) Menschen-Liebe. **) Liebes-Eifer. ***) Treue. 
 
§ 906. 
 諸々のペルソナないし精神に対して比例的な慈善は正義〔iustitia〕*）である（cf. E. 
§ 317）6。最小の正義は、最小に明晰で、最小に確実で、最小に生きた最小の数学的な























拝する（§ 906, 812）。 


































いものであり（§ 81, 903）、しかもそれらは偶然的なものである（§ 146）。それゆえ、
神は、罪あるものに課されるべき道徳的なわるいものども、すなわち諸々の罰のゆえ
に、或る種の偶然的なわるいものどもを意志する（§ 908）。 












な徳である」（バウムガルテン『哲学的倫理学』第 1 部第 3章第 3 節 § 319）（I）。 
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り、誤りである。 





















*) gutes und böses Glück. **) Glücks-Fälle. ***) Unglücks-Fälle. 
 
§ 913. 
 奇跡的で超自然的な諸々の褒美や罰はそれ自体において（§ 475）や仮定的に（§ 860）
神の全能にとって（§ 833, 834）可能なものであり、随意欲求的であるが（§ 908, 898）、
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る。 





































 神の最大の生は、自身の本質（§ 816）であり存在（§ 823, 780）であるがゆえに、絶
対的に必然的であるのだから（§ 921）、神は不死であるだけではなくて、「それだけ






















*) etwas höheres. **) etwas über die Welt erhabenes. 
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